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唐
津
に
て
山
内
俊
美
氏
の
足
跡
を
た
ず
ね
て

―
「
山
内
俊
美
宛
茅
原
華
山
書
簡
集
」
の
追
加
調
査
記

西
　
田
　
彰
　
一

筆
者
は
二
〇
二
二
年
と
二
〇
二
三
年
の
三
月
に
、
日
文
研
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
山
内
俊
美
宛
茅
原
華
山
書

簡
集
」
の
追
加
調
査
を
実
施
し
た
。
山
内
俊
美
氏
（
一
九
〇
〇
年
〜
二
〇
〇
五
年
）
は
佐
賀
県
唐
津
市
在
住
の

酒
造
家
で
あ
る
（
写
真
1
）。
山
内
氏
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
地
元
の
唐
津
を
中
心
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
社
会

的
活
動
を
行
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
が
、
筆
者
は
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、〈
民
本
主

義
〉
の
名
づ
け
親
と
し
て
知
ら
れ
る
茅
原

華
山
（
一
八
七
〇
年
〜
一
九
五
二
年
）
の

晩
年
の
支
援
者
と
し
て
そ
の
名
を
知
る
こ

と
に
な
っ
た
。
本
稿
は
唐
津
で
の
二
回
の

調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
山
内
氏
の
事
績

を
ま
と
め
た
小
論
で
あ
る
。

本
題
に
移
る
前
に
、
ま
ず
は
「
山
内
俊

美
宛
茅
原
華
山
書
簡
集
」
に
つ
い
て
少
し

説
明
し
た
い
。
日
文
研
に
は
、
二
〇
一
五

年
に
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
茅
原
華
山
が

写真 1　 山内俊美氏肖像（『佐賀県酒
造史』より引用）
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そ
の
支
援
者
で
あ
る
山
内
氏
に
宛
て
た
書
簡
、
二
八
四
点
（
昭
和
戦
前
〜
戦
後
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
書
簡

の
内
容
は
、
茅
原
が
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
国
際
関
係
や
政
局
の
分
析
を
山
内
氏
に
語
っ
た
も
の
が
多

く
、
茅
原
の
晩
年
の
人
的
な
交
流
、
さ
ら
に
は
そ
の
思
想
を
知
る
た
め
に
非
常
に
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
茅
原
の
個
人
文
書
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
て
見
つ
か
っ
た
も
の
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
そ
の
意
味

で
も
重
要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
日
文
研
の
技
術
補
佐
員
で
あ
っ
た
時
に
こ
の
書
簡
集
の
整
理
に
携

わ
り
、
そ
の
成
果
を
『
山
内
俊
美
宛
茅
原
華
山
書
簡
集
目
録
』（
二
〇
二
〇
年
三
月
公
開
）
に
と
り
ま
と
め
、
現

在
日
文
研
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
で
公
開
し
て
い
る
。

山
内
氏
は
一
九
〇
〇
年
一
月
一
三
日
に
福
岡
県
糸
島
郡
前
原
町
波
多
江
に
生
ま
れ
た
（
現
在
の
福
岡
県
糸
島

市
波
多
江
。
以
下
『
佐
賀
県
人
名
録
』〔
佐
賀
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
〕
を
基
本
情
報
と
し
、
令
孫
の
山
内
久
美

子
氏
と
親
族
（
山
内
氏
の
義
理
の
従
弟
の
子
）
の
吉
冨
寛
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
で
得
た
情
報
で
補
っ
て
い
る
）。

旧
姓
は
波
多
江
と
名
乗
っ
て
い
た
が
、
遠
縁
の
唐
津
の
有
力
商
家
で
あ
る
山
内
家
（
屋
号
：
東
ノ
木
屋
）
に
養

子
入
り
し
て
い
る
。
中
学
修
猷
館
（
現
在
の
福
岡
県
立
修
猷
館
高
校
）
を
卒
業
後
は
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学

部
に
進
学
。
そ
れ
と
前
後
し
て
、
妻
の
初
子
氏
と
結
婚
し
た
。

山
内
氏
が
養
子
入
り
し
た
東
ノ
木
屋
山
内
家
は
、
本
家
の
西
ノ
木
屋
と
並
ぶ
唐
津
き
っ
て
の
豪
商
で
あ
っ
た
。

郷
土
史
家
の
奥
村
武
氏
に
よ
れ
ば
、
初
代
の
木
屋
山
内
利
右
衛
門
が
一
五
九
一
年
（
天
正
一
九
年
）
の
名
護
屋

城
築
城
の
際
に
豊
臣
秀
吉
の
命
に
従
い
、
築
城
材
木
積
運
搬
船
船
頭
と
し
て
、
大
阪
の
堺
か
ら
唐
津
に
移
り
住

ん
だ
と
い
う
（
以
下
奥
村
武
「
旧
家
の
由
来
　
肥
前
唐
津
魚
屋
町
木
屋
利
右
衛
門
」（
初
出
一
九
六
三
年
）
松
浦

史
談
会
編
『
郷
土
史
誌
末
蘆
國
：
旧
唐
津
藩
地
域
の
史
跡
調
査
研
究
集
』〔
芸
文
堂
、
一
九
八
三
年
〕
参
照
）。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
幕
府
の
鎖
国
政
策
に
よ
り
海
運
業
が
振
る
わ
な
く
な
っ
た
た
め
酒
造
業
に
転
じ
、
大
坂

の
鴻
池
、
博
多
の
大
賀
、
島
井
、
神
谷
、
長
崎
の
末
次
な
ど
と
と
も
に
豪
商
の
一
角
を
占
め
た
と
の
こ
と
で
あ
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る
。
木
屋
山
内
家
は
、
は
じ
め
城
下
の
大
石
町
、
後
に
魚
屋
町
に
屋
敷
を
構
え
、
西
ノ
木
屋
を
本
家
と
し
、

一
七
八
一
年
（
天
明
元
年
）
に
分
家
し
た
東
ノ
木
屋
を
は
じ
め
、
中
ノ
木
屋
、
裏
ノ
木
屋
、
角
ノ
木
屋
と
一
族

を
形
成
し
、
大
い
に
栄
え
た
。
特
に
西
ノ
木
屋
は
歴
代
当
主
が
大
町
年
寄
を
務
め
て
お
り
、
博
多
の
著
名
な
商

人
で
あ
っ
た
神
谷
宗
湛
、
島
井
宗
室
、
松
永
宗
也
な
ど
が
出
入
り
し
て
お
り
、
秀
吉
関
係
の
古
文
書
や
宗
湛
日

記
の
元
本
な
ど
を
多
数
所
蔵
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
で
捕
ら
え
ら
れ
た
日
本
二
十
六
聖
人

が
長
崎
に
護
送
さ
れ
る
際
に
、
材
木
小
屋
を
間
貸
し
し
た
こ
と
、
天
野
為
之
が
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
際
に
、

地
元
の
有
力
者
と
し
て
そ
の
選
挙
を
支
援
し
た
こ
と
な
ど
が
家
伝
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
東
ノ
木
屋
山
内
家

は
そ
の
よ
う
な
由
緒
あ
る
豪
商
の
一
族
で
あ
り
、
山
内
俊
美
氏
は
そ
の
六
代
目
の
当
主
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

山
内
氏
が
当
主
に
な
っ
た
こ
ろ
は
、
東
ノ
木
屋
山
内
家
は
、
本
家
の
西
ノ
木
屋
と
は
別
に
酒
造
業
を
営
ん
で

い
た
。
当
時
の
東
ノ
木
屋
山
内
家
は
非
常
に
裕
福
な
家
柄
で
、
山
内
氏
が
大
学
に
進
学
し
た
際
に
は
、
妻
と
新

婚
二
人
の
所
帯
な
が
ら
、
お
手
伝
い
さ
ん
を
雇
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
し
ば
ら

く
し
て
東
京
か
ら
唐
津
に
戻
り
、
一
九
二
九
年
に
東
ノ
木
屋
の
当
主
を
継
い
だ
。

家
を
継
い
で
間
も
な
く
襲
っ
て
き
た
昭
和
恐
慌
の
対
処
に
追
わ
れ
る
も
、
こ
れ
を
何
と
か
し
の
い
で
、
家
業

を
軌
道
に
乗
せ
た
。
酒
造
業
者
と
し
て
は
、「
佐
世
姫
」
と
い
う
銘
柄
を
中
心
に
扱
っ
て
い
た
（
以
下
の
記
述
は

『
佐
賀
県
酒
造
史
』〔
佐
賀
県
酒
造
組
合
、
一
九
六
七
年
〕
を
参
照
）。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
、
石
油
・

石
炭
の
不
足
を
補
う
た
め
に
軍
部
の
依
頼
で
イ
モ
を
材
料
に
軍
事
用
の
酒
精
を
作
っ
て
い
た
が
、
福
岡
空
襲
後

に
海
軍
本
部
を
訪
ね
る
と
本
部
の
士
気
が
異
常
に
低
く
、
家
人
に
こ
の
戦
争
は
負
け
る
と
語
っ
た
と
の
ち
に
証

言
し
て
い
る
。
ま
た
占
領
期
に
は
、
酒
造
組
合
の
復
興
の
た
め
に
、
当
時
の
沖
森
源
一
知
事
に
か
け
あ
っ
て
、

資
金
援
助
の
要
請
を
陳
情
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
山
内
氏
は
本
業
の
酒
造
業
を
営
む
傍
ら
、
佐
賀
県
や
唐
津
市
に
お
い
て
地
域
の
顔
役
を
い
く
つ
も
務
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め
て
い
た
。
筆
者
が
把
握
で
き
て
い
る
範
囲
だ
け
で
も
、
佐
賀
県
酒
造
組
合
の
初
代
会
長
、
唐
津
裁
判
所
調

停
協
会
会
長
、
佐
賀
地
方
裁
判
所
調
停
協
会
副
会
長
、
浄
土
宗
唐
津
教
区
檀
信
徒
会
会
長
な
ど
を
務
め
て
い

る
。
一
九
七
二
年
に
は
、
長
年
の
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
最
高
裁
判
所
長
官
か
ら
表
彰
を
受
け
て
い
る

（『
佐
賀
県
酒
造
史
』『
佐
賀
県
人
名
録
』
参
照
）。

実
子
は
い
な
か
っ
た
が
、
波
多
江
家
か
ら
甥
の
和
美
氏
を
養
子
に
迎
え
、
晩
年
は
孫
三
人
に
囲
ま
れ
穏
や
か

に
過
ご
し
た
。『
佐
賀
県
人
名
録
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
趣
味
と
し
て
は
庭
園
や
絵
画
鑑
賞
、
漢
詩
、
旅
行
を
好

ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
特
に
旅
行
は
大
変
好
き
で
、
孫
た
ち
を
連
れ
て
各
地
の
美
術
館
や
博
物
館
を
訪
ね
歩
き
、

毎
年
の
よ
う
に
海
外
旅
行
に
も
行
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
の
も
一
〇
五
歳
の
時
と
非
常
に

長
寿
を
保
ち
、
晩
年
に
至
っ
て
も
親
族
の
吉
冨
寛
氏
に
冷
戦
崩
壊
後
の
世
界
情
勢
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
年

賀
状
で
披
露
す
る
な
ど
、
社
会
に
対
し
て
非
常
に
意
欲
的
な
考
え
を
終
生
持
っ
て
い
た
。

酒
造
家
と
し
て
の
東
ノ
木
屋
は
、
一
九
八
二
年
に
廃
業
し
た
が
、
現
在
も
そ
の
建
物
の
一
部
が
残
っ
て
い
る

（「
東
ノ
木
屋
」『
唐
津
街
道
　
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
　
第
三
集
』〔
佐
賀
県
、
二
〇
二
一
年
〕）。
江
戸
時
代
後

期
に
建
て
ら
れ
た
建
物
と
し
て
現
存
し
て
い
る
の
は
、
間
口
六
間
の
店
舗
と
そ
の
西
隣
に
建
つ
間
口
二
間
余
り

の
精
米
所
、
稲
荷
社
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
八
年
ご
ろ
ま
で
は
、
さ
ら
に
北
・
西
部
に
わ
た
っ
て
、
酒
造
業

関
係
の
諸
施
設
が
広
が
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
佐
賀
県
の
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
旧
東
ノ

木
屋
酒
造
場
は
事
業
の
発
展
に
伴
い
、
何
度
か
増
築
が
施
さ
れ
て
お
り
、
内
部
は
近
代
以
降
に
改
修
が
行
わ

れ
て
い
る
た
め
、
当
初
の
状
況
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
建
物
の
外
側
正
面
は
、
当
初
の
状
況
を
よ

く
留
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
前
掲
書
参
照
）。
ま
た
、
養
祖
父
山
内
久
助
氏
が
隠
居
所
と
し
て
建
て
た
家

が
唐
津
市
十
人
町
に
あ
り
、
こ
れ
も
近
代
的
な
和
風
建
築
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
山
内
俊
美
氏
も
生
前
こ
の

屋
敷
を
気
に
入
り
、
自
ら
も
隠
居
所
と
し
て
庭
い
じ
り
な
ど
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は



43

唐津にて山内俊美氏の足跡をたずねて

取
り
壊
さ
れ
て
い
る
（『
佐
賀
県
の
近
代
和
風
建
築
：

佐
賀
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
報
告
書
』〔
佐
賀
県

教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年
〕）。
旧
東
ノ
木
屋
酒
造
場

の
建
物
も
老
朽
化
が
進
み
倒
壊
の
危
険
が
あ
っ
た
が
、

唐
津
を
代
表
す
る
商
家
で
あ
り
、
唐
津
く
ん
ち
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
で
あ
る
曳
山
通
り
の
景
観
を
残
す
た
め
に
、
山

内
氏
の
遺
族
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
つ
ヘ
リ
テ
ー
ジ
機
構
の

尽
力
に
よ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
よ

り
修
繕
工
事
が
な
さ
れ
た
（
菊
池
郁
夫
「
唐
津
く
ん
ち

の
曳
山
通
り
に
建
つ
旧
東
木
屋
酒
造
場
を
守
り
た
い
」

『
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か

ら
つ
ヘ
リ
テ
ー
ジ
機
構
『
唐
津
歴
史
遺
産
』
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、「
旧
東
木
屋
酒
造
場
を
開
放
　
唐
津
市
魚
屋

町
」『
佐
賀
新
聞
』
二
〇
一
八
年
五
月
二
日
記
事
参
照
）

（
写
真
2
）。

そ
う
し
た
山
内
氏
と
茅
原
の
関
係
の
詳
細
は
、
目
下

分
析
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
述
の
吉
冨

氏
が
保
管
し
て
い
た
山
内
氏
旧
蔵
の
資
料
か
ら
、
い
く

つ
か
興
味
深
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま

ず
、
茅
原
と
山
内
氏
が
出
会
っ
た
頃
の
様
子
が
山
内
氏

写真 2　旧東ノ木屋酒造場跡（2023年 3月 26日筆者撮影）
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の
手
記
に
記
さ
れ
て
い
た
。
手
記
が
複
数
年
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
ま
だ
年
代
の
特
定
に
は
至
っ

て
い
な
い
も
の
の
、
記
述
内
容
と
日
付
か
ら
お
そ
ら
く
一
九
三
〇
年
代
後
半
（
昭
和
一
〇
年
代
前
半
）
と
考
え

ら
れ
る
。
日
付
の
方
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
五
月
七
日
に
山
内
氏
が
上
京
し
た
際
に
茅
原
と
は
じ
め
て
面
会

し
て
い
る
。
そ
の
時
の
印
象
を
山
内
氏
は
「
預
想
と
異
り
和
服
着
流
し
」
べ
ら
ん
め
え
口
調
の
「
純
粋
の
江
戸
っ

子
」
と
手
記
に
記
し
て
い
る
。
午
前
一
一
時
に
面
会
し
、
午
後
一
時
ま
で
快
談
、
そ
の
後
茅
原
の
秘
書
花
澤
美

栄
子
氏
と
合
流
し
て
昼
食
を
と
り
、
散
歩
、
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
ま
で
一
緒
に
飲
む
な
ど
非
常
に
親
密
に
接
し
た

様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
現
状
書
簡
集
で
年
代
の
確
認
で
き
る
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
一
九
三
八
年
七
月

二
五
日
の
新
聞
で
、
内
容
は
日
中
戦
争
に
お
け
る
国
民
の
心
構
え
を
説
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

こ
の
前
後
に
面
会
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
つ
ご
ろ
本
格
的
に
交
流
を
開
始
し
た
の
か
に
つ
い
て
解
明

す
る
こ
と
が
、
現
在
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
冨
氏
か
ら
前
述
の
山
内
俊
美
氏
の
手
記
や
書
簡
を
は
じ
め
と

す
る
資
料
を
数
十
点
ご
提
供
い
た
だ
い
た
の
で
、
日
文
研
所
蔵
の
資
料
と
合
わ
せ
て
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
今
後
両
氏
の
交
流
の
実
態
を
解
明
し
、
ひ
い
て
は
当
時
の
在
野
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
資
産
家
の
交
流
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
唐
津
の
調
査
で
は
、
唐
津
市
近
代
図
書
館
や
ご
令
孫
の
山
内
久
美
子
氏
、
ご
親
族
の
吉
冨
寛
、
弥

生
ご
夫
妻
、
旧
東
ノ
木
屋
酒
造
場
の
保
存
に
携
わ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
つ
ヘ
リ
テ
ー
ジ
機
構
の
菊
池
郁
夫
、
典
子

ご
夫
妻
の
協
力
を
得
た
。
貴
重
な
資
料
の
提
供
や
聞
き
取
り
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
の
感
謝
を

申
し
上
げ
つ
つ
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
）


